
JP 2008-270213 A 2008.11.6

10

(57)【要約】
【課題】取付けが容易で、優れた相互変調性能を実現で
き、重量が軽く、良好な耐食性を与え、製作コストが低
い、７－１６同軸フランジ付きレセプタクルを提供する
こと。
【解決手段】本発明は、外ネジ、および管状本体の縦軸
に垂直な固定フランジを有する該管状本体と、絶縁体が
挿入されて前記本体に取り付けられる中央コンタクトと
を備える７－１６フランジ付きのレセプタクルであって
、当該レセプタクルは、外部コンタクトを形成する管状
金属部分であって前記本体の内壁に密接の形で取り付け
られ、前記本体に対して長手方向に限定的に移動可能な
管状金属部分を有するレセプタクルに関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外ネジ、および管状本体の縦軸に垂直な固定フランジを有する該管状本体と、
　絶縁体が挿入され、前記本体内に取り付けられる中央コンタクトと、を備える７－１６
フランジ付きのレセプタクルにおいて、
　当該レセプタクルは、外部コンタクトを形成する管状金属部分であって前記本体の内壁
に密接の形で取り付けられ、前記本体に対して長手方向に限定的に移動可能な管状金属部
分を有するレセプタクル。
【請求項２】
　前記本体が成形されたプラスチック材料の単一部品である、請求項１に記載のレセプタ
クル。
【請求項３】
　前記本体が射出成形によって得られる、請求項２に記載のレセプタクル。
【請求項４】
　前記管状本体が、ポリアリールアミド、ポリアミドイミド、およびポリフェニレンスル
フォイドを有するグループから選択されたプラスチック材料から作られる、請求項２に記
載のレセプタクル。
【請求項５】
　前記外部コンタクトを形成する部分が、周囲のビード支持部であって前記本体の内壁内
にセットバックした支持面に対して締め代を有するビード支持部その外側に有する、請求
項１に記載のレセプタクル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、７－１６同軸フランジ付きレセプタクル(receptacle)に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のレセプタクルは７ミリメートル（ｍｍ）の内側コンタクト径、および１６ミリ
メートル（ｍｍ）の外部コンタクト径を有するので７－１６レセプタクルと呼ばれ、この
レセプタクルは、損失および受動的な相互変調に関して非常に厳しい性能要求がある無線
周波数ラインを接続するための電気通信装置において広く普及している。
【０００３】
　一般に、この種のフランジ付きレセプタクルは、アンテナおよびより一般的にはマスト
増幅器、避雷器等のような要素の間に設置された他の装置におけるデュプレクサフィルタ
の入力／出力として設置される。
【０００４】
　相互変調現象をできるだけ大きく低減するために、外ネジ、および本体の縦軸に垂直に
延在する固定フランジを有する機械加工された固体本体を備えるレセプタクルを使用する
ことは従来と変わりがなく、このフランジは取付けネジを通過させるための４個の穴を有
する実質的に正方形の形状である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このレセプタクルは、接合域を最小限に抑える利点を有する（これが相互変調の原因で
ある）が、高価で、重く、取り付けるのが困難であるという欠点を有する。フランジの対
応する穴に係合される４本のネジによって従来のレセプタクルを取り付けることは、相互
変調を最小限に抑えることが要求される場合は接触域に良好な圧力分布を得ることが必要
であるので困難である。
【０００６】
　また、従来使用されている黄銅を、亜鉛(Zamak)またはアルミニウムを素材とするより
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軽い重量の合金に置き換えるという提案も行われてきた。
【０００７】
　上に述べた問題は依然として実質的に同じままであるが、管状本体は圧力下で成形する
ことによって得ることができるので、製造する部品がより安価である。欠点は、レセプタ
クルは保護しにくく、腐食に非常に敏感であり、それにより導体に表面処理を施す必要が
あることである。
【０００８】
　また、２つの材料の管状本体を備え、フランジが黄銅から作られる管状本体にオーバー
モールドまたは圧入されるプラスチック材料から作られる、７－１６同軸レセプタクルを
提供するという提案も行われてきた。
【０００９】
　その解決策は、フランジの穴に係合されるネジを用いる最終組立体に関連する問題を解
決するものではない。
【００１０】
　そのうえ、接触圧が経時的に減少する緩和現象のために、応力下において使用中に大き
な変形が続くことが分かっている。
【００１１】
　本発明は、取り付けることが非常に容易で、優れた相互変調性能を得ることができ、重
量が軽く、良好な耐食性を有し、低い製作コストである、７－１６同軸フランジ付きレセ
プタクルを提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、外ネジ、および管状本体の縦軸に垂直な固定フランジを有する該管状本体と
、絶縁体が挿入されて前記本体に取り付けられた中央コンタクトと、を備える７－１６フ
ランジ付きレセプタクルであって、このレセプタクルは、外部コンタクトを形成する管状
金属部分であって前記本体の内壁に密接の形で取り付けられ、前記本体に対して長手方向
に限定的に移動可能な管状金属部分を有するレセプタクルを提供する。
【００１３】
　用語「長手方向に限定的に移動可能」は、本発明において、１つの装置のレセプタクル
を取り付ける間にまたはレセプタクルにプラグを締結するときに加えられる軸方向の力に
よって、０．０５ｍｍから１ｍｍまで動くことを意味するように使用される。
【００１４】
　本発明では、中央コンタクト、および外部コンタクトを形成する金属管状部分は共に黄
銅から作られることが好ましい。
【００１５】
　前記本体は、成形されたプラスチック材料の単一部品であることが好ましい。
【００１６】
　管状本体は、ポリアリールアミド（ＰＡＡｓ）、ポリアミドイミド（ＰＡＩｓ）、およ
びポリフェニレンスルフォイド（ＰＰＳｓ）を含むグループから選択された、射出成形さ
れたプラスチック材料から作られることが有利であり、ガラスまたは炭素、あるいは任意
で導電性金属材料から作られた繊維で充填されることが好ましい。
【００１７】
　ある変形では、管状本体は金属、例えば亜鉛またはアルミニウムのような合金から作る
ことができ、この金属には耐食性表面処理、特にクロムパッシベーションが施されてきた
。
【００１８】
　本発明では、レセプタクルが１つの装置の所定位置に置かれる前に、外部コンタクトを
形成する管状金属部分が好ましくは少しクランプすることによってまたはクリップ締結に
よって、あるいは管状本体の対向する内壁の変形によって本体に保持される。
【発明を実施するための最良の形態】



(4) JP 2008-270213 A 2008.11.6

10

20

30

40

50

【００１９】
　本発明の他の利点および特性は添付図面に対して与えられる非限定的な実施形態の次の
説明を読むと明らかになる。
【００２０】
　図面に示されたフランジ付きレセプタクルは、全体的な参照符号１で与えられる管状本
体と、全体的な参照符号２で与えられる黄銅から作られた管状金属部分であって管状本体
の内側に収容され外部グランドコンタクトを形成する管状金属部分と、雄型コンタクト端
部３ａおよび雌型コンタクト端部３ｂを有する中央黄銅コンタクト３と、中央コンタクト
３および外部グランドコンタクト２の間に挿入される絶縁体４とを備える。
【００２１】
　管状本体１は、外ネジ５と、取付けネジ（図示せず）を通過させるための穴７がその４
つの角に形成された丸角を有し、正方形をなすフランジ６とを有する。
【００２２】
　その内壁において、本体はセットバック(set-back)した支持面８を有し、この支持面８
は、外部グランドコンタクトを形成する部分２の環状ビード９と当接して支持体を受け入
れる。
【００２３】
　本発明のレセプタクルの管状本体１は、射出成形ＰＡＡによって作られる。
【００２４】
　ある変形では、プラスチック材料としてＰＡＩまたはＰＰＳを使用することが可能であ
る。
【００２５】
　使用されるプラスチック材料は、高剛性、低クリープ性、および黄銅の熱膨張係数に近
い熱膨張係数を有する。
【００２６】
　外部コンタクト２を形成する部分のビード９と本体の対向する支持面８との間の締め代
(interference)により、レセプタクルの各構成要素は、装置に取り付けられる前に繋ぎ合
わせされたままでとすることが可能となる。加えられた締付力の作用下でレセプタクルを
取り付ける間またはレセプタクルにプラグを締め付けるときにおいて、外部コンタクトを
形成する部分の僅かな滑りは、発生し、不正確な取付けの場合においても相互変調特性は
、変更されない。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明のフランジ付きレセプタクルの断面図である。
【図２】図１に示すレセプタクルの構成部品の分解斜視図である。
【図３】本発明のレセプタクルの構成部品を示す、半断面の分解断面図である。
【図４】２つの異なる角度から見たレセプタクルを示す図である。
【図５】２つの異なる角度から見たレセプタクルを示す図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　　管状本体
　２　　外部コンタクト、管状金属部分
　３　　中央コンタクト
　３ａ　　雄型コンタクト
　３ｂ　　雌型コンタクト
　４　　絶縁体
　５　　外ネジ
　６　　フランジ
　７　　穴
　８　　支持面
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　９　　環状ビード

【図１】 【図２】
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